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【論文要旨】
　「欧文脈」や「欧文直訳体」といわれる，西洋語の翻訳から非翻訳の日本語へ流入した語法や文
体などの表現は，先行研究から，明治期の英語学習における日本語への訳出によって，その多くが
形成されたとされる。また，その明治期の英語学習においては，英語から日本語への翻訳において，
パターンがあるとも指摘されている。それらの先行研究をうけ，訳出のパターソ化が「欧文脈」
や「欧文直訳体」の非翻訳日本語への流入の要因となっていると予想した。そこで，どのように訳
出がなされていたのかについて，明治期の英語教科書であった，Charles　Barnesの1＞2w〈National
lst　Readerとその訳本である『ニューナショナル第一リードル独稽古』（三上精一訳，明18．8）を
資料として，動詞を中心とした訳出の方法について調査し，訳出にはどのようなパターンがあるの
か，またそれにより「欧文脈」の形成にどのような影響があったのかを考察した。調査の結果，
訳出においてはパターソ化があると考えられ，またそのパターソ自体が，日本語文において「欧文
脈」を決定する要因となっているとすることができた。
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1　はじめに
　翻訳を通して，外国語の単語や文体・語法を日本語の中に取り入れていくということは，漢文訓
読などをはじめとして長く行われてきたことである。翻訳を通して生み出された翻訳文調の文体や
語法は，原語である外国語の特徴が反映された文体・語法でもある。
　そのような特徴をもつ文体・語法は日本語の中に受け入れられ，使用されるようになったと考え
られる。例えば，次のようなものがあげられる。
＜1＞
・汰田知事「シナリオのない会議で、ここまでこぎつけたことは本当に有意義だった。おそらく
全国の中で、都道府県と県庁所在地の市がこういう会議を持つこと自体、初めてではないか」…
　　　　　　　　　　　　　　　（「太田知事と関市長の大阪トップ対談　府市連携推進に意欲」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読売新聞，2006．02．15，大阪朝刊，31頁，03段）
〈2＞
　熊本市と益城町の法定合併協議会の初会合が28日、同市のホテルであり、月1回ペースで会
議を持つことを申し合わせた。・
　　　　　　（「市町村合併：熊本・益城法定協スタート　7項目を議員専門部会に付託／熊本」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日新聞，2008．10．29，地方版／熊本，21頁）
　〈1＞，〈2＞の下線部分は，非翻訳文である新聞の中で用いられた欧文的な表現であると考えられ
る。この「会議を持つ」という語法からは，“have　a　meeting”という英語の表現が思いだされる。
この表現は，直訳的に「会議（meeting）を持つ（have）」とした英語の翻訳からの，非翻訳日本
語に受容された表現なのではないかと考えられるだろう。現在の日本語において，このような翻訳
の訳文から非翻訳の日本語に取り入れられた表現は，自然な日本語としての地位を獲得している，
または，獲得しつつあると考えられる。このような文体や語法は，「欧文脈」や「欧文直訳体」（以
下，「欧文脈」とする）といわれる。また，この「欧文脈」は近代日本語の成立に大きな影響を果
たしたとされる。
　「欧文脈」についての先行研究としては，次のようにあげられる。
　木坂（1979）では，明治以降の「欧文脈」について述べている。この中で，「欧文脈」を「日本
語文章脈に欧文的要素が混入または融合することによって、独特の文章脈を形づくるときの、一定
の表現事象を言う。」としている。また，「欧文脈」を構成する欧文的表現要素として，「①主語や
目的語の明示、②冠詞の直訳的表現、③代用語の直訳的表現、④比較構文、⑤無生物主語、⑥接辞
の直訳的表現、⑦関係代名詞の直訳的表現、⑧動作表現、⑨擬人法、⑩句読法など」を挙げてい
る。さらに「欧文脈」の特徴として，「欧文脈は本来、対日本語的表現としての異質性をもつもの
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であり、それらが日本語表現の中で同化融合をはたすという矛盾的変遷をとげる。したがって、同
化融合は一時に完成するものではない。西欧文明・文化の移入から独自の近代文化の創造の経緯の
中で、消長発展する文章脈として、歴史性を持っている。」とする。
　森岡（1999）では，「欧文脈」がどのように成立してきたかについて，蘭学のオラソダ語翻訳が
「欧文脈」の起源とし，時代をおって多くの文献を調査し，その変遷について述べている。そして，
「欧文脈」は，明治期以降の英学や英語学習において，形成されたとする。特に，明治期の英語教
育の参考書としての役割を果たしたといわれる，リーダーの訳本を調査し，「欧文脈」を整理して
いる。その中で，リーダーの訳本を用いて学習した青年たちについて次のように述べてられている。
　このような訓読によって育てられた青年たちが直訳的な語法・措辞や発想を自らのものとし，
自らの文章に取り入れるようになっていくのは自然である。取り入れるというより，これなしは
文章が書けないほど，日本語に深く根を下ろしたという方が正しいかもしれない。
このように，「欧文脈」の形成はリーダーの訳本の直訳的な訳出方法によるとしている。
　鈴木（2000）では，明治期の英語学習雑誌であるr英語青年』のmustの訳出法を調査し，そ
こにパターンがあることを報告している。また，英文和訳の訳出法のパターソ化が，日本語を「国
語」として制度化しようとする流れに連動して，影響を与えたことを述べ，近代の「国語」の成立
に，訳出法のパターソ化という「制度化」をもって関与したとする。
　飛田（2008）では，「欧文直訳体」の成立が，英文典の翻訳書にあるとし，その中での時制の訳
し分けを調査している。その中に次のようにある。
　欧文直訳体の研究の現状は、翻訳文と欧文脈と欧文直訳体とが混乱している。翻訳文は文体で
はない。漢文直訳体のもの、和文体のもの、候文体のもの、欧文直訳体のものなどがありうる。
欧文脈は和文脈、漢文脈と対比されるもので、思想面と単語レベルでの影響が顕著な文章表現と
いえよう。それにたいして文体は文末表現に示される時制表現とすることが合理的である。欧文
直訳体の定義と特色は、テソスの訳し分けのある文体と考えるべきである。欧文直訳体が特殊な
ため、定義が統一されなかったことが、研究を混乱させてきたのである。
　この飛田（2008）の指摘のように，「欧文脈」や「欧文直訳体」といった，西洋語からの翻訳の
語法や文体といった表現の非翻訳の日本語への流入に関しての研究においての術語や用語には揺れ
があり，また定義もはっきりと定まっていないと考えられる。しかしながら，翻訳から非翻訳の日
本語へ流入したと考えられる表現は現に存在し，また，それは文末に限らず，さまさまなレベルの
表現があると考えられる。
　そのような表現が非翻訳の日本語へ流入したことについては，鈴木（2000）での指摘のように，
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訳出法のパターン化が大きな要因となっていると考える。そこで，森岡（2000）での指摘から，
資料として，英語学習に用いられたリーダーの訳本を資料とし，そのパターン化について調査し，
さらに，「欧文脈」について考察する。
2　方　法
　調査資料としてCharles　BarnesのIVew　National　lst　Readerの訳本である，『ニューナショナル
第一リードル独稽古』（三上精一訳，明18．8）を用い，動詞がどのように訳されているのか調査し
た。資料については，国立国会図書館がホームページで公開している，近代デジタルライブラリー
（http：〃kindai．nd1．go．jp／index．html）で公開されている資料を，　PDFデータでダウソロードし，
閲覧した。
　調査については，IVew・National・lst・Reczderの原文から，動詞を抜き出し，それに相当する訳を
訳本より収集した。
　New　IVational　lst　ReaderはPart1とPart2の2部に分かれており，さらにPart1は54章，　Part2
は10章で構成されている。
　Part1は比較的短い文章が多く，章を追うごとに少しずつ長い文章になっていく。また，途中
に，読みの練習や書き方の練習などとして，それ以前に出てきた章を復習する章がある。そのた
め，重複している文章がある。この復習の章で重複している文章は例文として収集していないi。
　Part2は各章とも比較的長い文章になっており，ある程度まとまった長さの文章を読むようにな
っている。また，Part2には復習の章は設定されていない。
　今回調査した資料は，縦書きで，訳文のみが記されている。それぞれの訳の右にルビで相当する
英単語の読みが付けられている。また，訳文は，漢字とカタカナで表記されているが，ここであげ
る用例は漢字・ひらがなの表記に改めているii。
　動詞とその訳について分類をし，分析した。
　分類の方法として，時制表現と文の種類で分類をする。動詞の時制表現については，現在形，過
去形，未来形，現在完了形，過去完了形，未来完了形，現在進行形，過去進行形，未来進行形，現
在完了進行形，過去完了進行形，未来完了進行形の12の時制で分類した。さらに，文の種類につ
いては内容上の文の種類で分類し，平叙文を肯定と否定の2種，疑問文を疑問と否定疑問の2
種，命令文を命令と禁止の2種，そして感嘆文1種の，計7種の表現で分類した。分類は下の
【表1】のようになる。12の時制と7種の表現の組み合わせで，84通りの分類になるが，命令文に
ついては，現在形のみとなるため，62通りの分類になる。
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【表1　分類の種類】
平　叙　文 疑　問　文 命　令　文　　　文の種類
梵ｧ 肯　定 否　定 疑　問 否定疑問 命　令 禁　止
感嘆文
現在形 《1》 《13》 《25》 《37》 《49》 《50》 《51》
過去形 《2》 《14》 《26》 《38》 《52》
未来形 《3》 《15》 《27》 《39》 《53》
現在完了形 《4》 《16》 《28》 《40》 《54》
過去完了形 《5》 《17》 《29》 《41》 《55》
未来完了形 《6》 《18》 《30》 《42》 《56》
現在進行形 《7》 《19》 《31》 《43》 《57》
過去進行形 《8》 《20》 《32》 《44》 《58》
未来進行形 《9》 《21》 《33》 《45》 《59》
現在完了進行形 《10》 《22》 《34》 《46》 《60》
過去完了進行形 《11》 《23》 《35》 《47》 《61》
未来完了進行形 《12》 《24》 《36》 《48》 《62》
上記の分類に基づき，それぞれの分類でどのような訳がなされているのかを分析した。
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3　調査報告
　New　National　lst　Readerにおいて，動詞hi”は，延べ数で673，異なり数で66あった。【表2】は
New　National　lst　Readerにおける動詞とその出現回数について，出現回数の多い順に並べたもの
である。
【表2　Nθvv　N∂tion∂’lst　Re∂derにおける動詞とその出現回数】
出現回数 動　　　　　詞
128 be
59 do
42 90，see
40 have，　run
30 get
22 like
17 catch，　take
16 play
15 come，　give，　look
14 put
11 say
10 hold
7 make
6 hide，　know，　spin
5 且y，hurt，　jump，　march，　set
4 ask，　find，　keep，　ride，　sail，　shut，　spy，　try
3 fall，　learn，1et，　sing，　stand，　think，　use，　wish
2 beat，　dash，　eat，　feed，　leave，1ive，　pass，　send，　want
1 blow，　clear，　cut，　drive，　fear，　freez，　glow，　hunt，　roll，　romp，　seem，　skate，　stay，　steer，　swim，
浴uap
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　これらの動詞の訳についてそれぞれ【表1】の分類に従い，分類した。以下に示した【表3】は
分類ごとの用例数を表している。
【表3　分類の種類と用例数】
平　叙　文 疑　問　文 命　令　文　　　文の種類
梵ｧ 肯　定 否　定 疑　問 否定疑問 命　令 禁　止
感嘆文
現在形 《・》i235　　，s13》i29《25》i51《37》i・・
《49》i68　　： 《50》i10《51》i・9
過去形
《2》i119　　1 　　幽s14》i8　　1s26》i23　　・s38》i3 　　幽s52》i3
未来形 《3》i64
　　…s15》i5《27》i9　　1s39》i1 《53》｝2
現在完了形 《4》i2　　…s16》iO《28》i・
　　…s40》iO 《54》i・
過去完了形 《5》i・ 《・7》i・ 《29》i・《4・》i・ 　　印s55》iO
未来完了形 《6》i・ 《18》i・《3・》i・ 《42》i・
《56》i・
現在進行形 《7》！6 《19》i・《3・》i・ 《43》i・ 《57》i・
過去進行形 《8》i6《2・》｝・ 《32》i・《44》i・ 《58》i・
未来進行形 　　rs9》lo《2・》i・ 《33》i・《45》i・ 《59》i・
現在完了進行形 　　幽s10》iO《22》i・《34》i・《46》i・ 《6・》i・
過去完了進行形 　　幽s11》iO《23》i・《35》iO《47》i・ 《61》i・
未来完了進行形 　　幽s12》iO《24》i・《36》i・《48》i・・E 《62》i・
　分類にそって用例を分析した結果，訳出にパターンがあることがわかった。それぞれの訳出のパ
ターソは，《1》の［現在形／平叙文・肯定］の訳を基本として，時制ごとの訳と，文の種類ごと
の訳の組み合わせにより，訳文が形成されている。以下に，その訳のパターンを示し，それぞれど
のような用例があるか見ていくことにする。
3．1基本の訳
　［現在形／平叙文・肯定］の訳が基本の訳となる。次のようになる。
＿verb＿　→　…動詞（終止形）
となる。動詞は終止形で訳され，特に他に付加される情報はない。
具体的な用例としては，次のようになるiv。
（1）1－2
　　The　boy　and　the　dog　run．
　　男子と犬が走る
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　（2）1－20
　　　That　is　my　hat1
　　　夫は私の帽子である
　（3）1－47
　　　Well，　here　we　go．
　　　よし鼓に我等が行く
　このような基本の訳のパターンをもとに，時制や文の種類のパターンの訳を組み合わせること
で，訳文を作っていく。次項からそのパターンを見ていく。
3．2時制ごとの訳
　まず，時制ごとの訳のパターソを見ていく。ここでは，基本となる時制の現在時制以外の，過去
時制，未来時制，完了形，進行形の4つに分けてパターンをあげる。用例の文の種類は［平叙文
・肯定］である。
3．2．1過去時制の訳
　過去時制の訳は，次のように，「シ」が過去の助動詞として付加される。
　．verb．．．→　…動詞　シ
動詞は「シ」に上接する形に活用する。具体的な用例としては，次のようなものがあげられる。
　（4）1－10
　　　This　cat　was　in　a　nest．
　　　此の猫が巣の中にありし
　（5）1－41
　　　The　water　froze，　and　that　held　the　snow．
　　　水が凍りし而して夫が雪を保ちし
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3．2．2　未来時制の訳
　未来時制の訳は次のような訳のパターソになる。
　＿wi〃verb．．．→　…動詞　デアロウ
　（6）1－46
　　　She　will　take　cold．
　　　彼女が寒さを取るであろう
　（7）1－50
　　　We　will　go　and　ask　him．
　　　我等が行き而して彼に問ふであろう
willが「デアロウ」と訳される。動詞は「デアロウ」に上接する形に活用する。
3．2．3完了形の訳
　完了形の用例は，［《4》現在完了形・平叙文・肯定］に2例のみ（文は1文）であったが，次の
ようであった。
　（8）2－10
　　　”Yes，　sir，　and　l　have　learned　to　play　a　little　on　it．tt
　　　然リ君而して私が夫に於て少かを奏すべく學んだ。
この用例から，完了形の訳のパターソは次のようになると考えられる。
　．．．have　verb　CP．P．♪．．．→　…動詞　ダ
しかし，得られた用例が1文のみであったため，確実にパターン化されているかどうかを断言す
ることはできない。
3．2．4進行形の訳
　現在進行形，過去進行形の用例が得られた。そこから，次のようなパターソになると考えられる。
　．．．be　verbing．．．→　・・動詞　ツツアル
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verbingが「動詞　ツツ」と訳され，進行形の訳となる。動詞は「ツツ」に上接するように活用す
る。助動詞としてのbeは必ず「アル」と訳される。具体的な用例は次のようなものがあった。
（9）2－8
　　But　John　and　Ann　are　coming　over　to　see　us，
　　然しながらジヨン而してアンが我等を見るべく超えつつある
　現在進行形の場合は上記のパターンのようになるが，過去進行形の場合は，過去形のパターソが
さらに付加し，次のようになる。
．be　verbing．　→　・・動詞　ツツアリシ
具体的な用例は次のようなものがあった。
⑩　1－51
　　1was　hunting　with　my　dog，　and　saw　a　little　bear　up　in　tree．
　　私が私の犬と共に猟りつつありし而して樹に於て上に小さき熊を見し
3．3文の種類ごとの訳
　次に，文の種類ごとの訳のパターンを見ていく。ここでは，基本となる文の種類の［平叙文・肯
定］以外の，［平叙文・否定］，［疑問文・疑問］，［疑問文・否定疑問］，［命令文・命令］，［命令文
・禁止］，［感嘆文］の6つの分類ごとにみていく。
3．3．1［平叙文・否定］の訳
　［平叙文・否定］の訳の場合，notが，現在時制と未来時制では「ヌ（ン）」と訳され，過去時制
では「ザリ」と訳される。ここでは，時制ごとにわけてパターンをあげる。
3．3．1．1現在時制の［平叙文・否定］の訳
　現在時制の［平叙文・否定］の訳では，原文において，一般動詞とbe動詞とで否定文の作り方
に違いがあるため，訳のパターソが2つに分かれる。
①動詞が一般動詞の場合
　．．do　not（don’t）vθrb　．．．→　・・動詞　ナサヌ／ナサン
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②動詞がbe動詞の場合
　．be　not．．．→　…アラヌ
具体的な用例は，次のようである。
①動詞が一般動詞の場合
　ω　1－50
　　　1do　not　know．
　　　私が知りなさん
②動詞がbe動詞の場合
　（②　2－5
　　　1t　is　not　good　for　us．
　　　夫は我等に向て善くあらぬ
　動詞が一般動詞の場合は，doの訳である「ナス」を活用させて「ヌ（ン）」を下接した，「ナサ
ヌ（ン）」を付加して訳文を作成する。また，動詞がbe動詞の場合は，　beの訳である「アリ」を
活用させて「ヌ」を下接した，「アラヌ」として訳文を作成する。
3．3．1．2過去時制の［平叙文・否定］の訳
　過去時制の［平叙文・否定］の訳では，原文において，一般動詞とbe動詞とで否定文の作り方
に違いがあるため，訳のパターンが2つに分かれる。
①動詞が一般動詞の場合
　　．did　not（d’dn’t）verb＿　→　…動詞　ナサザリシ
②動詞がbe動詞の場合
　　．w∂s／were　not　．．．→　…アラザリシ
具体的な用例は，次のようである。
①動詞が一般動詞の場合
　⑬　2－6
　　　He　did　not　like　the　fun　so　well　as　Frank，　for　the　water　was　a　little　cold．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11一
　　　彼がフランクの如く左様に好く樂みを好みなさざりし如何となれば水が少か冷たくありし故
　　　に
②動詞がbe動詞の場合
　（i4）2－9
　　　The　waves　were　very　high，　but　Frank　was　not　afraid．
　　　波が甚だ高くありし然しながらフランクが恐れて有ざりし
動詞が一般動詞の場合は，doの訳である「ナス」を活用させて，否定の「ザリ」と過去の「シ」
を下接した，「ナサザリシ」を付加して訳文を作成する。また，動詞がbe動詞の場合は，　beの訳
である「アリ」を活用させて，否定の「ザリ」と過去の「シ」を下接した，「アラザリシ」として
訳文を作成する。
3．3．1．3　未来時制の［平叙文・否定］の訳
　未来時制の［平叙文・否定］の訳では，現在時制や過去時制と違い，原文においての否定文の作
り方は1通りである。
　　．will　not（won’t）verb＿　→　…動詞　ン（ヌ）デアロウ
具体的な用例は，次のようである。
　⑮　1－20
　　　1will　not　have　you　with　me　if　you　are　not　a　good　dog．
　　　私が若しも汝が善き犬で有らぬならば私と共に汝を持たんであろう
動詞に，否定の「ン（ヌ）」と未来の「デアロウ」を付加して訳文を作成する。
3．3．2　［疑問文・疑問］の訳
　［疑問文・疑問コの訳の場合，疑問が「力」で訳されるが，原文において，一般動詞とbe動詞
とで疑問文の作り方に違いがあるため，訳のパターソが2つに分かれる。
①動詞が一般動詞の場合
　ρo＿vθrb．．．？→　…動詞　ナスカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー12一
②動詞がbe動詞の場合
　Be．．．？→　＋・一アルカ
具体的な用例は次の通りになる。
①動詞が一般動詞の場合
　㈹　1－15
　　　Do　you　like　a　doll？
　　　汝が人形を好みなすか
②動詞がbe動詞の場合
　㊥　1－15
　　　Are　you　a　good　girl～
　　　汝が善き女子であるか
動詞が一般動詞の場合は，doの訳である「ナス」を活用させて「力」を下接した，「ナスカ」を付
加して訳文を作成する。また，動詞がbe動詞の場合は，　beの訳である「アリ」を活用させて「力」
を下接した，「アルカ」として訳文を作成する。
3．3．3　［疑問文・否定疑問］の訳
　［疑問文・否定疑問］については，［平叙文・否定］の訳と［疑問文・疑問］の訳とを組み合わせ
た訳がパターソとなる。「3．3，1［平叙文・否定］の訳」で示したパターンに，それぞれ疑問の
「力」が下接したものがパターソとなる。まず，時制ごとにパターンを示す。
［現在時制］
①動詞が一般動詞の場合
　Oo　not（Don’t）．．．vθrb＿？→　・・動詞　ナサヌカ／ナサンカ
②動詞がbe動詞の場合
　8θnot・．．？→　…（デ）アラヌカ
［過去時制］
①動詞が一般動詞の場合
　Did　not（Didn’t）＿verb．，．？→　…動詞　ナサザリシカ
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②動詞がbe動詞の場合
　W∂s／VVere　not．．．？→　…アラザリシカ
［未来時制］
　Will　not（Won’t）verb．．．？→　…動詞　ン（ヌ）デアロウカ
ここでは，用例として現在時制のものをあげる。
①動詞が一般動詞の場合
　⑱　1－41
　　　Does　he　not　look　funnV～
　　　彼が滑稽に見えなさんか
②動詞がbe動詞の場合
　⑲　1－41
　　　Are　you　not　very　cold，　Roy？
　　　汝が甚だ寒くあらぬかローイよ
　動詞が一般動詞の場合は，doの訳である「ナス」を活用させ（．「ヌカ（ンカ）」を下接した，
「ナサヌ（ン）力」を付加して訳文を作成する。また，動詞がbe動詞の場合は，　beの訳である
「アリ」を活用させて「ヌカ」を下接した，「アラヌカ」として訳文を作成する。
3．3．4　［命令文・命令］の訳
　［命令文・命令］の訳は次のようなパターンとなる。
　Verb．．．→　…動詞（命令形）（ヨ）
　動詞の命令形，または，それに「ヨ」を付加した形になる。用例は以下のようになる。
　㈲　1－40
　　　Come　on，　boys．
　　　来れ男子よ
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　②）1－27
　　　Now　go　on．
　　　今進めよ
3．3．5　［命令文・禁止］の訳
　［命令文・禁止］の訳については，次のようなパターソであった。
　Oo　not（Oon’t）．．．→　…動詞　ナスナ（ヨ）
　¢2）1－39
　　　Do　not　fear，
　　　恐れなすな
　㈲　1－20
　　　Do　not　run　of「with　it1
　　　夫を持って走り去りなすなよ
Do　not（Don’t）を「ナスナ（ヨ）」と訳し，動詞に下接する。動詞は「ナスナ（ヨ）」に上接する
形に活用する。
3．3．6　［感嘆文］の訳
　［感嘆文］の訳は動詞に「ヨ」を付加した形になる。
　．．．verb＿　→　…動詞　ヨ
用例は以下のようになる。
　（24）2－7
　　　What　large　wings　they　have！
　　　どんな大なる翼を彼等が持っよ
　㈲　1－35
　　　How　pretty　they　are1
　　　如何に奇麗に彼等があるよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一15一
3．4　be，　doの訳の固定
　be，　do，　haveについては，文全体の動詞としての役割の他，助動詞としての役割も持っている
が，今回の調査分析では，動詞と同等に取り扱った。特に，訳出のパターソをより明確にした，
be，　doについて，どのようであったか以下で見ていく。（haveについては，動詞以外の用法が用例
（8）のみであったため，ここでは特にとりあげない。）
3．4．1beの訳
　beは動詞以外の用法として，進行形の助動詞として使用された。「3．2．4　進行形の訳」でも見
たように，「アリ」（の活用）で訳出することは変化していない。また，［平叙文・否定］，［疑問文
・疑問］，［疑問文・否定疑問］においても，同様に，常に「アリ」（の活用）で訳出されていた。
beの訳はパターンとして固定しているといえるだろう。
3．4．2doの訳
　doは，助動詞としての用法の方が多いが，用法にかかわらず，　do自体の訳は「ナス」（の活用）
となっていた。［平叙文・否定］，［疑問文・疑問］，［疑問文・否定疑問］，［命令文・禁止］で助動
詞として用いられるが，どの用法においても訳に変化はない。助動詞としての用法であると，訳文
にした場合，doの訳が不要であり，訳すことで日本語として不自然になるが，省略することはな
く必ず「ナス」（の活用）で訳されていた。
3．5　まとめ
　訳出のパターンは次のようにまとめられる。
・［現在形／平叙文・肯定］を基本の訳として，時制，文の種類に従って，それを表す訳を付加し
ていく方法で訳文が作成される。
・時制と文の種類が組合わせて訳文が作られる場合は順番が決定している。［命令文］と［感嘆
文コは上述のパターンであるが，いくつかの訳のパターンを組み合わせて訳文を作成する場
合には，［基本の訳］→［進行形］→［do／beの訳］→［否定］→［時制］→［疑問］の順に
訳される。
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【図1　訳出パターンの組み合わせ順】
　基本の訳
（現在時制／
平叙文・肯定）
　ナx
（一般動詞）
　アグ
（be動詞）
　ヌ（ン）
（現在・未来）
　ザリ
　（過去）
未来時制
デアロウ
過去時制
　シ
　基本の訳をもとにして，原文に合わせて矢印の方向に必要な訳出パターンを選びとって並べてい
くことで，訳文ができる。例えば，動詞が一般動詞で時制と文の種類が［過去形／疑問文・否定疑
問］であったら，訳出パターソは，［基本の訳］→　ナス→　ヌ　→　力　の組み合わせとなり，
訳は「動詞　ナサヌカ」となる。
4　考察
　動詞にまつわる部分の訳出のパターソ化については前項にて確認できた。特に，beやdoのよう
に，助動詞としての用法であっても，訳語が変化しないことがわかり，よりパターソ化がなされて
いたことがわかる。このパターン化は「英文訓読」の方式により起こったと考えられるが，その方
法が非常に機械的であったことがわかる。動詞自体の訳は固定させ，それに伴う時制や表現の訳を
付加していくことで，訳文を作成している。
　ここから考えられることは，この訳出のパターン化が欧文脈を生みさらに，欧文脈の決定要因に
なっているのではないかということである。
　「欧文脈」がもつ欧文的な要素を日本語文中に感じるということは，欧文的要素の目印となるも
のが必要になると考えられる。上で見たように，原文と訳文の間にパターソがあることで，原文か
ら訳文への変換は当然可能である。また，それによって訳出の際に，訳のパターンをあてはめて，
語順を入れ替えるだけなので，方法としては非常に機械的で，簡便になっている。
　ここで注目したいのは，このパターソ化により，訳文から逆方向に原文の復元も可能になってい
るということである。訳文を作成する際には，原文に逐語的に訳をあてはめて，日本語の語順へ並
び替えるという方法によっているが，逆に，日本語の訳文からパターンを用いて原文へさかのぼ
り，復元することも可能である。このことは，日本語の訳文の段階で，原文がわかるということで
ある。特に，［3．4．2　doの訳］でも見たように，助動詞としてのdoの訳は必ずしも必要ではなく，
訳をしなくても訳文は充分である。しかし，機械的に「ナス」（の活用）で訳がなされていた。こ
れは，より原文の復元を明確にする。
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【図2　訳出パターンによる原文と訳文の関係】
翻訳 原文の復元
　この原文の復元が可能であることは，訳文ではない非翻訳の日本語にも適用することが可能なの
ではないだろうか。訳出のパターソを用いて書かれた日本語文は，非翻訳の日本語であっても，訳
文と同じく，原語へとさかのぼるパターンや，原文と訳文の結びつきを想起させることになるので
はないだろうか。パターンになっているほどの原語と訳語のつながりの深さが，それを可能にする
と考えられる。
　　　　　　　　　【図3　欧文的要素の想起のイメージ】
t’－ロ’－　　　ロロロ　　ロ　－　－　ロ　　ロロロ　－－　　　ロロ　1　　　　　英語　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tし＿＿＿＿コ－－　 － ＿ロ＿＿－－－－－　＿ロ＿＿＿＿ロ－　－－－　　　　　　　　，’A、、　　　　　　　　「一二一一一一一一一一一一一欧文的要素の想起
　　　　　　　　　L－」
パターンで書かれた日本語
　このような「英文訓読」の方式により，訳出のパターンができ，さらに，原語（英語）と訳語
（日本語）の結びつきが強くなることで，欧文的要素の想起が「欧文脈」形成につながったと考え
られる。
5　結　び
　「欧文脈」形成の一端を考察したが，今回は，資料の性格上，分類すべての用例を得ることがで
きなかった。今後は，さらに多くの資料を調査することで，すべての分類についての用例を収集
し，訳出のパターンとその仕組みを明らかにしたいと考える。また，動詞以外の訳出についても，
調査する必要があると考えられる。
一18一
【参考文献】
木坂　　基　　（1979）
森岡　健二　　（1999）
鈴木　直枝　　（2000）
野原　佳代子（2001）a
野原　佳代子（2001）b
飛田　良文（2008）
「欧文脈の消長」（『言語生活』335）
『欧文訓読の研究一欧文脈の形成一』（明治書院）
「明治期の英文和訳にみる訳出法」（『文芸研究』150集，日本文芸研究会）
「翻訳における異質さの転移について一ポピュラー小説の翻訳を一つのモデルとして
一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『學習院大學國語國文學會誌』44）
「翻訳理論と日本語研究」（『学習院大学文学部研究年報』第47輯）
「「英文典直訳」と欧文直訳体」
　　　　　　　　　　　　（『日本語の研究』Vol．4，　No．1，20080101，日本語学会）
注
i文章の重複で用例を収集しなかった第1部の章は，6，7，12，13，18，19，24，25，30，31，36，37，42，43，46，
　48，49章である。
ii国会図書館所蔵のNew　1＞dtionα1ヱst　Readerの訳本としては，他に30点程あると考えられるが，その代表的
　な訳出の方法としては，次のような，原文に1対1の対応で訳がつけられ，訳を読む順番が数字で表記され
　ている。漢文訓読のように，返り読みをする「英文訓読型」の形式になる。
It　　　　is
其れは　　有る
　　　　　四
a　　　　do9．
一つの　　犬で
　（『バアーネス氏ニューナショナル第壱リードル独案内』　高宮直太訳，明18．10，第1部，第1章）
　今回取り扱う資料は，その訳文のみを取り出したものになる。
iiiここでは「動詞」としているが，　be，　do，　haveについては動詞以外の用法がある。ここでは，それについて
　は区別をせず，動詞以外の用法についても用例数として含んでいる。そのため，be，　do，　haveの総数は動詞
　以外の用法も含めたものになる。それぞれ，動詞以外の用法としての用例数は，beが5例，　doが48例，
　haveが2例となる。
iv用例の表示は，以下のようになる。
（用例番号）部一章番号
　　　　　　　原文
　　　　　　　訳文
????ー（
1－2
The　boy　and　the　dog　run．
男子と犬が走る
　上記の（例）は，用例番号（1），1部2章，原文“The　boy　and　the　dog　run．”，
なる。
訳文「男子と犬が走る」と
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